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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，小・中・高一貫性に基づく歴史教育カリキュラム開

発の方法論を探ることである。研究の成果は，次の点にある。（１）アメリカ社会科における小・

中・高の歴史教育の位置づけを類型化し，その編成のしかたを明らかにしたこと。（２）授業構

成における小・中・高の連続性を見出したこと。（３）以上の分析結果を応用して，日本史を事

例とした小・中・高の授業モデルを構想したこと。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the methodology of 
development of history curriculum between elementary and secondary school. What have been 
done through this study are as follows: (1) to classify and analyze the position and 
organization of history education in K-12 social studies curriculum in U.S.; (2) to 
clarify the continuity of teaching history in elementary, junior high and senior high 
school; (3) to design lesson plans on the subject of Japanese history between elementary 
and secondary school. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 今日一般的になされている歴史教育は，
小・中・高と学校段階が上がるにつれて，よ
り細かな事象を提示するように編成されて
いる。しかし，それは，現在を生きる子ども

にとって繰り返し学ぶ意味の見出しにくい
ものになっている。 
 この原因の一つは，小・中・高の歴史教育
が，社会認識教育（小・中の社会科，高校の
地理歴史科・公民科）全体の一貫した教育目
標との関連で議論されてこなかったことに
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ある。歴史それ自体をより詳しく知らせるこ
とが当然視され，「何のために」という教育
的な大前提が見失われていた。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は，小・中・高一貫性に基づ
く歴史教育カリキュラム開発の方法論を探
ることである。特に，社会認識教育全体との
関連性から小・中・高の歴史教育を捉え直し，
カリキュラム編成のしかたを原理的かつ具
体的に究明する。 
 この目的のために，本研究では，アメリカ
合衆国（以下，アメリカと略記）の社会科に
着目した。なぜなら，アメリカでは，社会科
について大きな影響力を持つ全米社会科協
議会が，カリキュラム開発の指針（基本文献
は，National Council for the Social Studies, 
Expectations of Excellence: Curriculum 
Standards for Social Studies, 1994）を示
して以来，各州でそれを応用した独自の小・
中・高一貫社会科カリキュラム・スタンダー
ドが開発されているからである。これらのス
タンダードにおいて，小・中・高の歴史教育
は，社会科全体の目標のもとに組織され，カ
リキュラムが編成されている。以上より，本
研究の目的を達成するための示唆を与えて
くれるものと推測した。 
 
 
３．研究の方法 
 
 以下の方法・手順で本研究を進めた。 
 
(1)資料収集・資料調査 
 全米社会科協議会が出版している学術誌
や理論書を中心に収集した。同時に，各州の
社会科スタンダードをＨＰ等で入手した。詳
細については，州の教育局や社会科教育の研
究者，全米社会科協議会の大会を訪問し，ヒ
アリング等による調査を行った。また，教科
書や教材も収集した。 
 
(2)歴史教育の位置づけと機能の類型化 
 アメリカ各州の社会科を概観し，歴史教育
について二つの傾向性を見出した。一つは，
歴史教育（地理教育も同様）が，社会科カリ
キュラムの中に一貫性・整合性を持って統合
されているタイプである。もう一つは，歴史
教育が，社会科カリキュラムの中で独立性を
有し，分化的傾向を示しているタイプである。 
 
(3)事例分析Ⅰ 
 統合的傾向が見られるオハイオ州の社会
科 カ リ キ ュ ラ ム （ 基 本 文 献 は ， Ohio 
Department of Education, Social Studies 

Academic Content Standards, 2002）を分
析した。小・中・高一貫性の論理およびそれ
ぞれの単元／授業構成の原理を解明した。 
 
(4)事例分析Ⅱ 
 分化的傾向が見られるニューヨーク州の
社会科カリキュラム（基本文献は，The 
University of the State of New York / The 
State Education Department, Social 
Studies: Resource Guide with Core 
Curriculum, 1999）を分析した。小・中・高
一貫性の論理およびそれぞれの単元／授業
構成の原理を解明した。 
 
(5)事例分析Ⅲ 
 先の類型に基づく個別分析とは視点が異
なるが，小・中・高でどのように子どもの認
識を開けばよいのかについて，M.A.ラフリン
と H.M.ハートニアンの社会科モデル（基本文
献は，Margaret A. Laughlin, H. Michael 
Hartoonian, Succeed with the Standards in 
Your Social Studies Classroom, J. Weston 
Walch, Publisher, 1997）を分析した。 
 
(6)小・中・高一貫歴史教育の授業モデル構

築 
以上の分析結果を応用して，日本版の小・

中・高の歴史授業モデルを構想した。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究の成果を，三点に絞ってまとめたい。
一点目は，小・中・高の歴史教育における連
続性と段階性について。二点目は，開かれた
社会認識形成について。三点目は，以上の成
果を応用した授業モデルの開発について，で
ある。個別に整理しよう。 
 
(1)小・中・高の歴史教育における連続性と

段階性 
①統合的傾向の場合―オハイオ州社会科― 
 統合的傾向が見られる社会科の事例とし
て，オハイオ州のカリキュラムを分析した。
オハイオ州の社会科カリキュラムは，表１の
ようになっている。 
 スコープは，「歴史」「社会の人々」「地理」
「経済」「政治」「市民の権利と責任」「社会
科技能と方法」の七つであり，人文・社会諸
科学を中心にしつつ，市民の権利や責任，技
能を学ばせるようになっている。シークエン
スは，学年段階の上昇に合わせて空間と時間
を軸に学習対象を拡大し，最終的に市民とし
ての実践的な資質を育成するように組織さ
れている。 
 このように構成されるカリキュラムにお
いて，小・中・高の歴史教育における連続性



と段階性は，以下のようになっていた。 

事実の認識を中心とした歴史の読み解き
方（視点）の学習（主に初等）→解釈・理論
（社会科学的理論）の認識を中心とした現代
社会の成立過程の学習（主に中等前期）→価
値・思想の認識を中心とした，今後に向けた
歴史とのかかわり方の学習（主に中等後期）。 

分析を通して，過去，現在，未来を関連づ
け，なおかつ，事実，解釈・理論，価値・思
想を連続的に学ばせるという一貫性を読み
取ることができた。 
 
②分化的傾向の場合 
―ニューヨーク州社会科― 

 分化的傾向が見られる社会科の事例とし
てニューヨーク州のカリキュラムを分析し
た。この社会科カリキュラムは，表２のよう
になっている。 
 スコープは，「歴史」「地理」「経済」「市民，
市民性，政治」となっている。この社会科の
シークエンスをみると，わが国のカリキュラ
ムと同様に，現在に至る歴史（自国史）を小・
中・高で繰り返し学習させるように計画され
ている。 
 このように構成されるカリキュラムにお
いて，小・中・高の歴史教育における連続性

と段階性は，以下のようになっていた。 

過去と現在の関連づけの学習（主に初等）
→学際的な社会研究の学習（主に中等前期）
→過去の評価・問い直しの学習（主に中等後
期）。 
本カリキュラムの分析により，わが国の社

会認識教育の体系に即して歴史教育の一貫
性を考えるための示唆を得ることができた。 
 
(2)小・中・高の社会科および歴史教育にお

ける開かれた社会認識形成 
 「開かれた社会認識形成」という視点から
小・中・高のカリキュラムを考察するために，
M.A.ラフリンと H.M.ハートニアンの社会科
モデルを分析した。この社会科は，表３のよ
うに計画されている。（なお，ここでは，歴
史教育を含めた社会科カリキュラム全体に

表１ オハイオ州社会科の全体計画 

学年 学習内容 

Ｋ 
時間と空間における子どもの生活

の場 

１ 家族の現在と大昔，近くと遠く 

２ ともに働く人々 

３ 
コミュニティ：過去と現在，近くと

遠く 

４ 
オハイオ：その過去，その位置，そ

の政治 

５ 北アメリカの地域と人々 

６ 世界の地域と人々 

７ 

紀元前 1000 年から 1750 年までの世

界研究：古代文明から最初のグロー

バル時代まで 

８ 
1607 年から 1877 年までの合衆国研

究：植民地時代から再建期まで 

９ 
1750 年から現在までの世界研究：革

命の時代から 20 世紀まで 

10 
1877 年から現在までの合衆国研

究：再建期後から 20 世紀まで 

11 政治的経済的決定 

12 
シティズンシップに向けた準備を

する 
（Ohio Department of Education, Social Studies Academic 
Content Standards, 2002 より作成） 

 

表２ ニューヨーク州社会科の全体計画 

学年 学習内容 

Ｋ 自分と他人 
１ 私の家族と他の家族，今と大昔 

２ 私のコミュニティと合衆国の他の

コミュニティ 

３ 世界のコミュニティ―人々と場所

についての学習 
４ 地域の歴史と地域の政治 
５ 合衆国，カナダ，ラテンアメリカ 
６ 東半球 
７ 

合衆国とニューヨーク州の歴史 
８ 
９ 

グローバルな歴史と地理 10 
11 合衆国の歴史と政治 

12 政治への参加・経済と経済的意思決

定 
（The University of the State of New York / The State 
Education Department, Social Studies: Resource Guide with 
Core Curriculum, 1999 より作成） 

 
表３ M.A.ラフリンと H.M.ハートニアンの
社会科モデル 

学年段階 内容の焦点 

初等前期

（PK-2） 世界に対する私の位置づけ 

初等後期

（3-5） 私の世界の地平を拡大する 

中等前期

（6-8） 異なる視点から世界をみる 

中等後期

（9-12）
変化しつつある世界で豊かな

市民性を身につける 
（Margaret A. Laughlin, H. Michael Hartoonian, Succeed 
with the Standards in Your Social Studies Classroom, J. 
Weston Walch, Publisher, 1997 より作成） 



ついての分析を中心に行った。） 
 この社会科は全米社会科協議会が提示し
た 10 のテーマ（「文化」「時間，連続性，変
化」「人々，場所，環境」「個人の発達とアイ
デンティティ」「個人，集団，制度」「権力，
権威，統治」「生産，消費，分配」「科学，技
術，社会」「グローバルな関係」「市民の理念
と実践」。実質的にスコープとして機能して
いる）をもとに編成されている。 

分析の結果，このカリキュラムは，“自己
―社会の関係性”の学習（主に初等）→多様
な“社会の見方”の学習（主に中等前期）→
多様な“社会の見方”をふまえた査定（事象
の効果・影響の測定）の学習（主に中等後期），
へとシフトすることがわかった。 

以上より，小・中・高を通して多元的な社
会認識の形成を促すための一つの方法論が
明らかになった。 
 
(3)小・中・高の歴史教育の授業モデル 
 これまでの分析をもとにして，次のような
日本史「鎖国」の授業モデルを構想した。 

小学校では，鎖国までの歩みとその制度下
の海外交流の様子を調べ，現在への影響につ
いて考えさせる。中学校では，鎖国の背後に
ある情報管理政策の理論を探求させ，政治的
社会的な一般概念の形成を促す。高等学校で
は，鎖国政策の評価や現在の鎖国論の問い直
しを行わせる。 

上記のモデルは構想段階であるが，今後，
具体化し実践へと結びつけたい。 
 
 
 本研究では，以上のような成果を得ること
ができたが，体系的なカリキュラムモデルの
開発には至っていない。わが国の現状に即し
た改革のモデルから抜本的な改革のモデル
まで，選択肢の幅を広げるよう分析・開発を
試みる必要がある。今後の課題としたい。 
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